
２）予約型乗合タクシーの実証運行

留萌市における地域公共交通活性化・再生総合事業（計画事業１年目）留萌市における地域公共交通活性化・再生総合事業（計画事業１年目）

留萌市地域公共交通活性化協議会開催状況留萌市地域公共交通総合連携計画の目標

平成２２年９月８日（水）

第８回留萌市地域公共交通活性化協議会を開催

＜主な協議事項＞

平成２２年度事業について

１）実証運行について

２）中心市街地と地域公共交通の連携について

１）小型乗合バスの実証運行

１

運 行 期 間
運 行 ル ー ト

運 行 本 数
運 賃
運行事業者

平成22年11月1日～12月30日
◇日東団地線：美晴町６丁目～留萌駅～留萌市立病院（往復）
◇千鳥町線 ：自由ヶ丘会館～留萌駅～留萌市立病院（往復）
平日６便、土日祝日４便
大人：２１０円 小人：１１０円 一日乗車券：５００円
沿岸バス（株）

：
：

：
：
：

○
○

○
○
○

運 行 期 間
運 行 ル ー ト

運 行 本 数
運 賃
運行事業者

平成22年11月1日～12月30日
◇買物線：春日町市営住宅前～留萌駅～錦町（主要商業店舗）（往復）
◇病院線：春日町市営住宅前～留萌駅～錦町・留萌市立病院（主要医療機関）
平日１～４便、休日２便（土曜日は運休）
大人：３００円／１回
小鳩交通（株）

：
：

：
：
：

○
○

○
○
○

▲実証運行チラシ

▼実証運行チラシ

２２年度総合事業計画の概要（実施状況を一部含む）

・地域と生活特性に即した運行形態による移動手段の構築

・待合所機能の整備ととともに中心市街地と公共交通の連携体制の構築

・市民へのバス利用の啓発及び情報発信ツールの整備

・利用環境のバリアフリー化と冬季の利用環境の向上



本セミナーは、交通事業者、地域住民などを対象
として、これからの留萌市における地域公共交通の
事業運営のマネジメントについての議論を通じて、
地域公共交通に対する周知、ならびに地域住民の
理解を深めていただくことを目的として開催する。

６）地域公共交通セミナーの開催

５）中心市街地との連携４）予約型乗合タクシー

３）小型乗合バス

２

乗車によりたまる
ポイント券

▲セミナーチラシ

▼セミナー（ワークショップ）

▲セミナー（基調講演）
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予約型乗合タクシー

２２年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

３

３）利用実績

２）運行ルート

平成２１年の運行結果による課題、ならびに公共交通空白地域における町内会で
の地域懇談会により出された意見を踏まえ、平成２２年度の実証運行における運行
ルート・ダイヤを設定した。

■小型乗合バスは、待合機能のある中心市街地のるもいプラザ前での既存路線バ
スへの乗継ぎを基本に運行ルート・ダイヤを選定。

■１～３便は、留萌市立病院まで運行。また、学校への登下校時間帯に配慮した時
刻を設定。

■中心市街地との連携を図るために、市内路線バス利用者も対象に商店街での割
引サービスを受けられるポイント券を配布。

■予約型乗合タクシーは買物線、病院線について、市内の商業店舗、主要医療機関
を巡るルート・バス停を設定。

■予約型乗合タクシーは、降車時は利用者の降車希望の場所で下車が可能。

■小型乗合バス（日東団地線・千鳥町線）

■予約型乗合タクシー

上り(平日) 下り(平日) 上り(休日) 下り(休日)

※○：運休日

小型乗合バス（日東団地線） 小型乗合バス（千鳥町線）(人)

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

11
月
1日

11
月
2日

11
月
3日

11
月
4日

11
月
5日

11
月
6日

11
月
7日

11
月
8日

11
月
9日

1
1月
1
0日

1
1月
1
1日

1
1月
1
2日

1
1月
1
3日

1
1月
1
4日

1
1月
1
5日

1
1月
1
6日

1
1月
1
7日

1
1月
1
8日

1
1月
1
9日

1
1月
2
0日

1
1月
2
1日

1
1月
2
2日

1
1月
2
3日

1
1月
2
4日

1
1月
2
5日

1
1月
2
6日

1
1月
2
7日

1
1月
2
8日

1
1月
2
9日

1
1月
3
0日

12
月
1日

12
月
2日

12
月
3日

12
月
4日

12
月
5日

12
月
6日

12
月
7日

12
月
8日

12
月
9日

1
2月
1
0日

1
2月
1
1日

1
2月
1
2日

1
2月
1
3日

1
2月
1
4日

1
2月
1
5日

1
2月
1
6日

1
2月
1
7日

1
2月
1
8日

1
2月
1
9日

1
2月
2
0日

1
2月
2
1日

1
2月
2
2日

1
2月
2
3日

1
2月
2
4日

1
2月
2
5日

1
2月
2
6日

1
2月
2
7日

1
2月
2
8日

1
2月
2
9日

1
2月
3
0日

上り(平日) 下り(平日) 上り(休日) 下り(休日)
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５）事業実施効果

４

６）今後の課題

・小型乗合バスでは、実証運行が経過するにつれて利用者数が増加傾
向となった。

・冬の有雪期を迎え、さらに利用者数が増加傾向となった。

・特に、日東団地線では、特に朝1便の利用者数が多く、学校通学、病
院への通院等による利用者数が非常に多く見られた。

・交通事業者、地域住民などを対象としたセミナー、ワークショップ等の
開催により、多くの参加者が集まり、地域公共交通における興味の高さ
が伺えた。

・中心市街地との連携については、バス利用者に対してポイント券等の
配布により、ポイント有効活用及び交換のために中心市街地へ訪れる
利用者が増えると想定される。

４）収入実績
・予約型乗合タクシーでは、事前に周知・広報などを行ったもののシステム
理解の難しさ、公共交通ニーズ持つ住民に浸透には時間を必要とすると考
えられる。そのため、高齢者でも使いやすい運行システムの検討や、その仕
組みを理解してもらうための周知の取組みが必要。

・冬期（有雪期）に入り、利用者数はさらに増加傾向となったことから、厳冬
期にあたる１～３月などにおける本格的な冬期実証運行が期待される。また、
無雪期とは異なる冬期環境に応じた利便性の高いフレキシブルな運行シス
テムの検討が必要（例えば、降車時はルート上であればどこでも下車が可
能、など）。

・ポイント券配布による中心市街地と連携による取組みは活性化に有効手
段の一つであるが、商店街の事業者等を含めさらに連携強化や利用促進
へつなげていくための検討が必要である。

・小型乗合バスでは路線毎に利用者数に大きな差が見られることから、乗降
客数に応じた適切な車両規模による運行の検討が必要。

・また、時間帯によって乗降客数に大きな差が見られることから、利用者数
の減少する午後以降の時間帯や休日等における利用促進に向けた取組み
の検討が必要である。

・地域公共交通の自立的な運営へつなげるため、事業採算性の視点を含め、
交通事業者を含めた地域における公共交通の担い手など、維持・確保に向
けた取組み・検討が必要である。
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（円）

日東団地線

千鳥町線

乗合ﾀｸｼー

日東団地線 千鳥町線

11/1～11/7 25,410 5,460 2,400 33,270

11/8～11/14 27,930 4,620 2,700 35,250

11/15～11/21 32,130 3,150 900 36,180

11/22～11/28 26,250 3,360 2,400 32,010

11/29～12/5 26,880 2,520 2,100 31,500

12/6～12/12 32,760 5,250 1,200 39,210

12/13～12/19 33,390 6,090 2,700 42,180

12/20～12/26 30,450 5,250 3,000 38,700

12/27～12/30 16,380 2,100 2,700 21,180

小型乗合バス
乗合ﾀｸｼー 合計

※参考（小型乗合バスは210円/人、予約型乗合タク
シーは300円/人として算定）

自己評価のポイント

・日東団地線については、時間帯、時期によっては一定程度の利用者を確保
できることが確認された。

・千鳥線については、利用者数が少ないため、持続可能な交通とするため、
課題の整理等再検討が必要。

・デマンドタクシーについては、利便性は確実に向上するため、事業の周知、
収支率の向上、運行を継続させるシステムの確立が課題。

・公共交通と商店街の連携事業では、双方の利用促進が図られるための工
夫等が必要。

二次評価のポイント

・自己評価のとおり。
・持続性を考慮し、地域に適した交通体系を構築するよう期待する。


